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県
議
会
常
任
委
員
会
が

１
０
月
２
３
日
開
催
さ
れ
、

来
年
度
の
国
の
予
算
編
成
に

際
す
る
県
か
ら
国
へ
の
「
重

点
要
望
」
に
つ
い
て
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

 

尾
村
利
成
県
議
は
文
教
厚

生
委
員
会
で
、
２
０
１
８
年

度
の
診
療
報
酬
と
介
護
報
酬

の
改
定
に
つ
い
て
抜
本
的
な

引
き
上
げ
の
重
要
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。 

 

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬

は
、
自
民
・
公
明
政
権
の
社

会
保
障
削
減
路
線
の
下
で
削

減
と
抑
制
が
続
い
た
結
果
、

医
療
と
介
護
の
現
場
に
深
刻

な
ゆ
が
み
と
困
難
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。 

尾
村
県
議
は
「
診
療
報
酬

の
総
額
削
減
は
地
域
医
療
を

後
退
さ
せ
、
介
護
報
酬
も
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
繰
り
返
さ
れ

る
下
で
経
営
が
成
り
立
た
な

く
な
っ
た
事
業
所
が
続
出

2017年 

 

 

 

ま
る
総
選
挙
の
戦
い
の
な
か
で
「
市

民
連
合
」、
立
憲
民
主
党
、
社
民
党
と

政
策
合
意
を
確
認
し
、
共
闘
を
速
や

か
に
再
構
築
し
て
い
た
と
い
う
の
だ

か
ら
驚
き
で
あ
る
。
な
に
よ
り
、「
共

闘
再
構
築
」
と
い
う
文
言
が
力
強
い

▼
県
内
各
地
を
取
材
し
て
い
て
「
共

闘
し
か
な
い
」
と
い
う
声
を
何
度
も

聞
い
て
き
た
。
希
望
の
党
、
民
進
党

の
裏
切
り
な
ど
、
大
逆
流
の
な
か
で
、

そ
れ
を
押
し
返
し
た
共
闘
の
力
と
、

一
貫
し
て
共
闘
を
堅
持
し
続
け
た
我

ら
が
共
産
党
を
誇
り
に
思
う
と
同
時

に
、
一
人
の
党
員
と
し
て
「
や
っ
ぱ

り
入
党
し
て
よ
か
っ
た
」
と
強
く
感

じ
た
次
第
で
あ
る
▼
先
日
、
た
ま
た

ま
手
に
取
っ
た
『
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な

ん
で
も
小
事
典
』（
土
木
学
会
関
西
支

部
編
、
２
０
０
８
年
、
講
談
社
）
と

い
う
本
に
原
爆
ド
ー
ム
（
旧
広
島
県

産
業
奨
励
館
）
の
記
載
が
あ
っ
た
。

同
書
に
よ
れ
ば
、
ド
ー
ム
は
チ
ェ
コ

の
建
築
家
ヤ
ン
・
レ
ツ
ル
に
よ
っ
て

設
計
さ
れ
、
１
９
１
４
年
に
建
設
さ

れ
た
▼
今
日
で
は
戦
争
の
無
惨
さ
を

伝
え
る
貴
重
な
建
築
物
と
し
て
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
か
つ

て
は
「
悲
惨
な
戦
争
を
思
い
出
す
の

で
撤
去
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
も
あ

り
、
存
廃
が
議
論
さ
れ
て
い
た
。
１

９
６
６
年
に
広
島
市
議
会
が
永
久
保

存
す
る
こ
と
を
決
定
。
壊
れ
た
ド
ー

ム
を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
す
る

と
い
う
の
は
他
に
例
が
な
く
、
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
新
し
い
挑
戦
の

よ
う
で
あ
る
。
震
度
６
弱
ま
で
を
想

定
し
た
耐
震
工
事
も
行
わ
れ
て
い
る

▼
い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
和
を
希
求
す

る
人
々
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
に

日
本
政
府
が
直
ち
に
批
准
す
る
こ
と

を
切
に
求
め
て
や
ま
な
い
。 

（
純
） 

６
日
付
『
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
』
の

３
面
に
「
共
産
、
筋
通
し
共
闘

再
構
築
」
と
い
う
大
き
な
見
出

し
が
出
て
い
た
。
あ
の
混
乱
極
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し
、『
介
護
難
民
』
が
後
を
絶

た
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
」
と
指
摘
。「
削
減
さ
れ
て

き
た
医
療
・
介
護
の
報
酬
を

元
に
戻
し
、
増
額
に
転
じ
る

べ
き
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 

赤
旗
・
囲
碁
将
棋
大
会
が

１
０
月
２
９
日
、
松
江
市
で

開
か
れ
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

人
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。（
敬
称
略
） 

【
囲
碁
】
Ａ
級 

優
勝
＝
森

山
伸
二
、
２
位
＝
井
上
礼
二
、

３
位
＝
吉
井
秀
浩 

 

Ｂ
級 

優
勝
＝
桜
石
松

雄
、
２
位
＝
永
田
結
子
、
３

位
＝
能
美
武 

【
将
棋
】
Ａ
級 

優
勝
＝
川

県民の立場でスジを通す尾村（写真上）、大国（写真下）
の両県議（一問一答質問から） 

 

消
費
税
廃
止
県
各
界

連
絡
会
（
大
家
英
司
事

務
局
長
）
は
１
０
月
２

４
日
、
松
江
市
で
宣

伝
・
署
名
に
取
り
組
み
、

消
費
税
増
税
中
止
署
名

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。（
写
真
） 

 

ス
ナ
ッ
ク
を
営
む
女

性
は
「
家
賃
も
払
え
な

く
て
経
営
は
大
変
。
何

と
か
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
か
。
増
税
な
ん
て
と

ん
で
も
な
い
」
と
署
名
。

高
齢
の
女
性
は
「（
総
選

挙
で
）
自
民
党
が
あ
ん

な
に
も
議
席
を
取
る
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
暮
ら

し
は
ど
う
な
る
の
で
し

ょ
う
か
」
と
不
安
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
の
後
藤

勝
彦
県
委
員
長
は
「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
働
く
人

の
賃
金
は
減
り
、
家
計

消
費
は
冷
え
込
ん
で
い

ま
す
。
消
費
税
１
０
％

増
税
は
中
止
し
、
増
え

続
け
る
軍
事
費
を
抑

え
、
内
部
留
保
を
増
や

し
て
い
る
大
企
業
や
大

金
持
ち
が
相
応
の
負
担

を
す
る
よ
う
税
制
を
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
同
日
開
か
れ
た
決

算
特
別
委
員
会
で
、
大
国
陽

介
県
議
は
、
県
単
独
補
助
制

度
の
「
生
活
交
通
確
保
対
策

交
付
金
」
に
つ
い
て
、
予
算

の
増
額
を
求
め
ま
し
た
。 

本
哲
也
、
２
位
＝
渡
部
哲
大
、

３
位
＝
山
内
博
文 

 

Ｂ
級 

優
勝
＝
安
部
幸

助
、
２
位
＝
丸
田
住
史
、
３

位
＝
美
濃
子
谷
昌
章 

は
次
の
通
り
で
す
。 

 

原
田 

貴
与
子
（
現
） 

 
 
 

８
５
６
票
・
１
５
位 

 

向
田 

聡
（
現
） 

８
１
７
票
・
１
７
位 

向
田
聡
氏
（
６
１
）
＝
現
＝

の
２
氏
が
と
も
に
当
選
し
、

現
有
２
議
席
を
守
り
、
通
常

選
挙
で
は
初
の
複
数
議
席
を

確
保
し
ま
し
た
。 

 

選
挙
戦
で
、
両
氏
は
「
市

議
選
で
安
倍
改
憲
ノ
ー
」
と

呼
び
か
け
、
▽
国
保
税
１
世

帯
１
万
円
引
き
下
げ
▽
介
護

サ
ー
ビ
ス
充
実
と
負
担
軽
減

▽
子
ど
も
の
医
療
費
１
８
歳

ま
で
無
料
▽
買
い
物
・
通
院

に
便
利
な
交
通
網
の
整
備
―

な
ど
を
全
面
的
に
訴
え
ま
し

た
。 

 

得
票
率
は
７
・
１
４
％
（
前

回
６
・
１
５
％
）。
開
票
結
果

 

１
０
月
２
９
日
投
開
票

の
安
来
市
議
選
（
定
数
２
１
）

で
、
日
本
共
産
党
の
原
田
貴

与
子
氏
（
６
５
）
＝
現
＝
、

１２月９日（土） ①１０：００～②１５：００～③１８：００～ 

松江市スティックビル・５Ｆ交流ホール 

●前売券１,３００円（当日券１,５００円） 

（介助者一人、高校生以下無料） 

主催：「ベアテの贈りもの」を届ける会／新日本婦人の会松江支部 

問い合わせ：田中（090-3638-3675）、山本（090-7990-9490） 

（左から）原田、向田の両氏 
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「
民
商
ま
つ
り
」
が
こ
の

ほ
ど
、
カ
ラ
コ
ロ
工
房
ガ
ー

デ
ン
テ
ラ
ス
で
開
か
れ
ま

し
た
。
民
商
青
年
部
に
よ
る

手
づ
く
り
の
お
菓
子
販
売

や
、
農
民
連
に
よ
る
地
元
産

の
お
米
の
販
売
な
ど
、
１
３

店
の
出
店
が
あ
り
ま
し
た
。 

民
商
婦
人
部
に
よ
る
温

か
い
し
じ
み
汁
や
、
奥
出
雲

ふ
る
さ
と
の
会
の
餅
つ
き

に
観
光
客
の
注
目
が
集
ま

り
ま
し
た
。
商
品
を
多
数
購

入
す
る
人
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。 

悪
天
候
に
よ
り
、
安
来
節

な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
来
店
者
で
賑
わ
う

お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
「
新
し
い
松
江
」
よ
り
） 

 

「
吉
賀
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」

は
昨
年
４
月
、
町
商
工
会
か

ら
条
例
制
定
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。 

国
の
「
小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
」
の
交
付
に
よ
り
、

同
様
の
条
例
は
島
根
県
及
び

県
内
自
治
体
で
も
制
定
さ
れ

 

江
津
市
議
会
で
は
「
市
民

に
開
か
れ
た
議
会
」
を
め
ざ

し
、
２
０
１
２
年
か
ら
議
会

報
告
会
を
３
月
・
９
月
定
例

会
の
年
２
回
開
催
し
て
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
内
を

東
部
・
中
部
・
西
部
・
南
部

の
４
カ
所
に
分
け
て
、
各
地

域
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
参
加
者
数
が
一

ケ
タ
の
会
場
も
あ
り
、
報
告

会
の
実
施
方
法
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま

え
、
今
年
１
１
月
の
議
会
報

告
会
か
ら
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ポ
リ
テ

ク
カ
レ
ッ
ジ
し
ま
ね
、
江
津

高
校
の
３
カ
所
と
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
２
校
は
両

校
の
学
生
・
生
徒
が
対
象
で
、

授
業
の
一
環
と
し
て
「
選
挙

に
つ
い
て
の
学
習
」
も
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
も

同
行
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
「
ご
う

つ
民
報
」
よ
り
） 

て
い
ま
す
。 

目
的
は
「
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
成
長
と
持
続
的

発
展
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
、
町
民
の
生
活
の
向

上
に
寄
与
す
る
」
と
し
、「
町

は
工
事
の
発
注
、
物
品
の
購

入
、
業
務
委
託
な
ど
に
お
い

て
町
内
事
業
者
の
受
注
機
会

の
増
大
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
町
の
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
が
、
町
の
体

制
を
「
縦
割
り
」
で
は
な
く
、

横
断
的
な
政
策
を
す
す
め
る

た
め
に
、
町
長
の
も
と
に
中

小
企
業
と
農
業
者
を
含
む
自

営
業
者
な
ど
が
参
加
す
る

「
中
小
・
小
規
模
企
業
政
策

会
議
」
を
設
置
し
、
事
業
者

の
実
態
調
査
を
通
じ
た
施
策

の
実
施
な
ど
、
制
度
を
充
実

さ
せ
る
取
り
組
み
も
重
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
（
「
民
報
よ

し
か
」
よ
り
） 

「
沖
縄
と
連
帯
す
る
島
根
の
会
」
の
中
林
佳
子
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
９
月
１
２
～
１
５
日
・
３
泊
４
日
の
沖
縄
ツ

ア
ー
が
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
松
江
か
ら
１
１
人
、
出
雲
か

ら
３
人
の
計
１
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。（
文
責
・
Ｙ
Ｕ
） 

■
９
月
１
２
日
（
火
） 

沖
縄
３
大
土
地
闘
争
の
地
へ 

 

沖
縄
３
大
闘
争
の
一
つ

「
昆
布
（
こ
ん
ぶ
）
地
区
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

米
軍
の
立
ち
退
き
命
令

に
も
、
ね
ば
り
強
く
抵
抗
し

て
守
り
抜
い
た
土
地
で
す
。

ま
わ
り
は
米
軍
の
土
地
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
約
千

人
の
人
々
が
生
活
す
る
ま

ち
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

当
時
、
先
生
だ
っ
た
伊
波

宏
俊
さ
ん
の
案
内
で
「
宮
森

小
学
校
」
へ
行
き
ま
し
た
。

墜
落
し
た
米
軍
機
が
小
学

校
の
校
舎
に
バ
ウ
ン
ド
し

て
突
入
し
、
ジ
エ
ッ
ト
燃
料

が
ま
き
散
ら
さ
れ
、
一
面
火

の
海
の
中
で
小
学
生
と
住

民
１
８
人
の
命
が
奪
わ
れ

ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
事

前
に
脱
出
し
無
事
で
し
た
。

長
塚
京
三
主
演
の
「
ひ
ま
わ

り
」
を
以
前
鑑
賞
し
て
い
た

の
で
、
建
て
直
さ
れ
た
校
舎

の
校
庭
に
立
つ
と
、
当
時
の

惨
劇
が
目
の
前
に
広
が
っ

て
く
る
よ
う
で
し
た
。 

安
部
（
あ
ぶ
）
の
オ
ス
プ

レ
イ
墜
落
事
故
の
際
、
米
軍

幹
部
が
「
人
家
を
避
け
る
た

め
に
海
上
に
回
避
し
た
。
最

後
ま
で
頑
張
っ
た
行
為
に

住
民
は
感
謝
す
べ
き
」
と
話

し
た
こ
と
に
対
し
、
伊
波
さ

ん
は
「
沖
縄
を
植
民
地
扱
い

し
て
い
る
証
拠
」
だ
と
大
変

怒
っ
て
い
ま
し
た
。 

名
護
共
同
セ
ン
タ
ー
に

伺
い
、
責
任
者
の
早
坂
さ
ん

か
ら
島
ぐ
る
み
の
住
民
闘

争
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

辺
野
古
で
の
海
上
闘
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●「国保の都道府県化」による住民犠牲の国保行政の拡大に反対 

 ２０１８年度から「国保の都道府県単位化（都道府県化）」が実行される予定です。

新制度が施行されれば、国保は「都道府県と市町村が共同で運営する制度」となります。

「都道府県化」が実施された後も、国保料（税）の率・額を決定し、住民に賦課・徴収

するのは引き続き市町村の仕事ですが、国保行政は都道府県に一括で管理されるように

なり、都道府県が各市町村に「納付金」を割り当て、市町村が住民から集めた保険料を

都道府県に「納付」する形で、国保行政は運営されることになります。 

都道府県は、「納付金」の額を提示する際、市町村ごとの「医療給付費の水準」「標準

的な収納率」「標準保険料」などの指標を提示します。こうした仕組みの導入により、

“給付費の水準が高い自治体”“収納率が低い自治体”“一般会計からの公費の独自繰入

で保険料を下げている自治体”などを浮き立たせ、都道府県から市町村に、給付費抑制、

収納率向上、繰入解消を“指導”させるというのが、制度導入のねらいです。 
 

●「繰入や保険料決定は各自治体の判断」―県議団の質問に健康福祉部長が答弁 

 県議団は高すぎる国保料（税）を払えない世帯が県内で約７千世帯にのぼり、保険証

を取り上げられて医者にかかれず、重症化・死亡する事件も多発していると指摘。「一

般会計からの法定外繰入や保険料決定など市町村の地方自治権（独自権限）を侵害して

はならない」と迫ったのに対し、県は「各自治体の判断で決定される」と答弁しました。 
 

●日本共産党の政策 

◆「国保の都道府県化」による国保料（税）の負担増、住民いじめの国保行政の強化

に反対します。◆国保の運営主体となる都道府県に対し「給付費削減の先兵となるのか、

住民福祉の砦となるのか」を問いながら、都道府県独自の財政支出を行い、住民負担の

日本共産党県議団（尾村利成、大国陽介県議）の議会論戦を紹介しながら、県政を

めぐる諸課題（医療・介護・福祉、原発、雇用・経済、教育、農業など）について連

載していきます。 

軽減や地域医療の向上の先頭に立つことを求めていきます。 

 

一人当たり

保険料額

（H28 決算） 

国保加入世帯数

（H29.6.1 現在） 

滞納世帯（割合） 

（H29.6.1 現在） 

松江市 139,612 24,919 2,777（11.1％） 

浜田市 128,426 7,636 269（3.5％） 

出雲市 145,647 20,628 1,274（6.2％） 

益田市 114,597 6,929 324（4.7％） 

大田市 125,214 5,151 420（8.2％） 

安来市 129,784 5,252 630（12.0％） 

江津市 137,390 3,437 226（6.6％） 

雲南市 134,107 5,095 388（7.6％） 

奥出雲町 137,289 1,790 42（2.3％） 

飯南町 127,806 698 59（8.5％） 

川本町 125,624 505 35（6.9％） 

美郷町 113,678 734 81（11.0％） 

邑南町 119,225 1,809 36（2.0％） 

津和野町 119,951 1,251 86（6.9％） 

吉賀町 110,227 1,002 153（15.3％） 

海士町 131,592 415 4（1.0％） 

西ノ島町 135,774 577 13（2.3％） 

知夫村 133,027 147 0（0.0％） 

隠岐の島町 132,214 2,499 158（6.3％） 

平均or計 134,865 90,474 6,975（7.7％） 

 


